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1

た
ぱ
こ
入
よ
ど
や
ぱ
し
な
り
り
よ
う
り
ち
や
屋

と
ら
や
ま
ん
じ
ゅ
う
し
ぱ
い
こ
め
い
ち
」

、

自
由
亭

,
亀

氏
゛
.

こ
れ
は
、
大
阪
の
名
物
党
え
歌
の
一
節
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
、
大
阪
の
街
筋
に
並
ぶ
料
埋
飲
食
店
の
数

は
多
い
。
し
か
し
、
高
級
料
亭
・
旅
館
と
な
る
と
、

占
来
、
そ
の
数
鷲
外
に
少
な
か
っ
た
。
明
治
鈴
年

第
五
回
内
国
博
覧
会
が
中
之
島
で
開
か
れ
た
際
、
外

人
客
の
宿
舎
と
て
な
く
、
冬
国
大
公
使
を
大
阪
ク
ラ

プ
ホ
テ
ル
に
収
容
す
る
の
が
や
っ
と
、
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
て
、
明
治
詑
年
に
で
き
た
ぱ
か

り
で
、
そ
れ
ま
で
は
、
 
h
由
亭
と
い
う
西
洋
料
理
店

で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
大
阪
ホ
テ
ル
の
前
身
で
、
大
正

玲
年
の
失
火
の
時
ま
で
、
中
之
島
・
中
央
公
会
堂
の

東
北
岸
に
建
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
。

そ
れ
で
、
こ
う
し
た
当
時
の
高
級
料
亭
・
旅
館
を

背
景
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
、
そ
の
後
の
新
島
光
生
の

大
阪
に
お
け
る
爵
(
大
学
登
運
動
)
の
跡
を
散

歩
し
て
兄
る
の
も
、
ま
た
而
n
い
と
思
う
の
で
あ

る
0

.

?
」

、

銀
水
楼
・
静
観
楼

2

仮
畑
辿
難
(
明
治
巧
年
4
月
6
日
)
の
、
こ
の
譯

恨
が
「
朝
日
」
に
載
っ
た
の
が
Ⅱ
日
。
同
じ
日
、
先

牛
は
神
月
で
事
件
を
知
っ
た
。
急
主
靴
に
婦
る

と
、
Ⅱ
日
ひ
と
ま
ず
大
沌
に
迎
え
、
幻
日
あ
ら
た
め

て
大
阪
に
赴
き
、
今
橋
一
丁
日
鴛
方
に
療
養
巾
の

板
畑
を
見
排
っ
た
。
こ
の
陶
の
僑
は
、
条
の
日

記
に
精
し
い
。

悟
が
大
阪
で
馨
し
た
の
は
、
こ
の
地
が
、
愛

国
社
以
来
内
由
民
権
研
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
明
治
N
作
扮
月
、
東
京
に
自
陶
党
が
生
れ

る
と
、
そ
の
別
動
隊
と
し
て
、
大
阪
に
は
,
「
立
終

党
」
が
組
織
き
れ
だ
。
中
島
信
行
・
古
沢
滋
・
沢
辺

正
修
・
菊
池
侃
二
ら
が
そ
の
重
鎮
で
、
近
在
を
誘

に
出
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
和
で
発
掘
し

た
の
が
士
倉
庄
三
郎
で
あ
ろ
。
吉
野
郡
大
滝
村
黒
、

農
で
、
そ
の
出
資
金
三
万
円
を
も
つ
て
、
古
沢
が
上

笹
を
し
て
い
た
「
大
坂
日
報
」
を
胃
、
収
し
、
機
関
紙

ノ

含

暎
き
〒
う
な
板
垣
は
死
す
と
も
自
由
は
亡
び
ま

せ
ぬ
ぞ
」
(
小
室
倫
<
1
 
朝
月
新
聞
」
)

、1¥"ワが'1',挙1,",、,"
,

§、ー,γ 7七"F
.

ーエ'
含 」

、.y:.畢二0 .)1,→、ー'1,1 捗一、'北,1.,、

ー^^+^ー^、,,.」^ー

'.

"ⅡⅡ"1Ⅲ1非Ⅱ"財Ⅱ""""""""μ闘肌Ⅱ"Ⅱ""""""Ⅱ""酌罪

-52

ーーー、,ψ

自由亭 先生は、募金運動のため、北ぴたぴ

ここも利用きれた。

゛昨1」"」111"11"Ⅱ"Ⅱ11'1Ⅱι1Ⅱ"nlt闘"11Ⅱ1'↓Ⅱ""肌,1闘"ι1肌'11'●

歴史散歩

^
'0、

大阪(2)

鏑木路



と
し
て
「
立
怨
政
党
新
聞
」
を
発
行
し
た
。
こ
れ
が
、

そ
の
後
の
変
遷
を
経
て
今
日
の
「
毎
日
新
聞
」
と
な

る
の
で
あ
る
。

こ
の
占
沢
と
士
倉
が
、
明
治
U
年
も
終
ろ
う
と
い

う
時
、
先
牛
を
訪
ね
て
来
た
。
士
倉
が
、
そ
の
二
子

の
教
育
を
同
志
社
に
托
す
る
た
め
で
あ
る
。
き
て
、

そ
の
面
談
中
、
話
が
た
ま
た
ま
大
学
の
事
に
移
る

と
、
古
沢
は
そ
の
必
要
を
説
き
、
士
倉
は
そ
の
資
企

の
協
力
を
約
束
し
た
。

こ
う
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
か
ら
、
遭
難
の
帳
を
知

つ
て
、
先
生
は
板
栢
、
ぞ
見
舞
っ
力
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
条
は
足
繁
く
大
阪
の
地
に
、
古
沢
と

士
倉
を
訪
ね
、

時
に
は
、

士
倉
の
本
処
、
大
和
の
奥

地
ま
で
草
鞍
を
穿
く
こ
と
も
ま
ま
あ
っ
た
。
古
沢
の

立
籠
ろ
「
立
態
政
党
新
聞
」
は
、
今
橋
二
丁
目
天
王

寺
屋
の
旧
邸
に
あ
り
、
士
倉
の
大
阪
の
定
宿
は
銀
小

楼
で
あ
っ
た
。

銀
水
楼
は
、
向
曲
亭
と
同
じ
く
、
中
央
公
会
堂
の

ゴ
岸
北
あ
り
純
日
本
料
理
の
一
綴
讐
,
で
、
聚
官

を
も
兼
ね
て
い
た
。
(
明
治
の
中
頃
、
廃
絶
)

明
治
玲
年
、
大
学
没
立
へ
の
第
一
歩
を
ふ
み
出

す
す
な
わ
ち
、
設
立
の
「
始
末
」
・
「
旨
趣
」
発

表
。
明
治
Ⅱ
年
、
大
学
設
立
発
起
人
会
成
立
0
ま
ず
、

^
^
^
^
N
^
^
^
し
^
^
^
と
、
^
ハ
^
^
倒
^
^
六
め

先
生
外
遊
の
途
化
つ
く
。
か
く
て
、
 
4
月
5
日
、
静

観
楼
で
、
大
阪
市
内
四
教
会
合
同
の
先
生
の
送
別
会

^
開
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

静
観
楼
は
料
理
よ
り
、
大
阪
ス
テ
ー
シ
"
ン
と

降
蒸
気
が
見
ら
れ
る
、
と
い
う
の
で
評
判
の
料
亭

で
、
戦
災
を
う
け
る
ま
で
今
の
産
経
会
館
の
地
に
あ

西
洋
楼
・
灘

3

創
業
来
諸
彦
の
愛
噸
を
家
り
日
に
栄
を
加
え
欣

喜
に
不
堪
今
後
更
に
価
を
改
め
一
等
七
十
銭

上
等
五
卜
銭
・
:
」
大
阪
常
安
橋
北
詰
八
百
富

汎
西
洋
御
料
理
西
洋
楼
(
明

治
巧
年
広
止
巳

地
に
創
設
せ
ん
と
し
て
失
敗
し
た
先
生
は
、
や
は
り
、

芳
し
い
勢
金
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
先
生
自
島
は
、
建
野
大
阪
府

知
虫
の
非
協
力
を
指
摘
し
て
い
ろ
。
明
治
幻
年
5
月

飢
日
、
中
村
栄
助
あ
て
の
書
簡
中
で
、
「
今
ノ
如
ク

建
野
知
事
力
冷
朋
無
鈍
着
デ
ハ
甚
不
都
△
ご
と
■
し

て
い
る
0

建
野
郷
三
。
旧
小
倉
藩
士
。
博
識
多
才
、
そ
の
名

は
江
湖
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
廃
藩
の
後
は
野
に
あ

つ
て
風
月
を
友
と
し
て
い
た
。
明
治
W
年
、
政
府
に

召
さ
れ
て
出
仕
、
明
治
玲
年
5
月
、
渡
辺
昇
に
代
っ

て
知
事
と
な
る
。
大
阪
の
経
済
再
建
の
た
め
に
多
大

明
治
玲
年
末
、
先
生
帰
国
。
明
治

四
年
2
月
飢
日
、
中
之
島
・
西
洋
楼

に
て
、
キ
リ
ス
ト
教
倫
徒
有
志
の
帰

朝
欣
迎
会
北
出
席
。

び
ょ
う
る
い

病
獺
の
身
を
拠
っ
て
、
大
学
設
立

の
た
め
、
先
生
懸
命
の
募
金
運
動
各

地
に
展
開
。

大
阪
は
ど
う
か
。
同
志
社
を
こ
の

つ
ナ
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の
努
力
を
尽
し
た
が
、
反
面
、
教
育
に
は
熱
県
ノ
な

く
、
大
阪
が
学
術
都
市
と
し
て
の
性
絡
を
失
っ
九
の

も
、
彼
の
九
め
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

明
治
記
年
春
。
募
金
運
動
に
ち
春
が
来
六
。
広
瀬

宰
平
を
通
し
て
、
住
友
か
ら
三
千
円
の
寄
付
か
あ
っ

九
。
大
阪
搾
訴
院
長
・
児
島
綴
、
第
四
師
団
長
.

高
島
鞆
之
助
の
協
力
あ
愚
付
九
。
こ
れ
ら
は
2
月
の
こ

と
で
あ
る
。
児
島
の
こ
と
は
群
き
粘
し
い
が
、
朋

治
5
年
大
阪
築
港
事
件
以
来
の
反
長
州
派
高
島
は

眺
州
藩
の
出
身
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
や
は
り
反
希

派
。
山
県
閥
と
戦
い
、
の
ち
拓
柏
大
臣
と
し
て
、

伊
蕨
(
当
然
、
長
州
)
内
閣
を
倒
一
し
北
こ
と
t
あ

る
0
そ
し
て
、
 
3
月
玲
日
、
西
欝
三
、
建
野
を
継
い

で
大
阪
府
知
小
と
な
る
。
乳
の
人
で
、
教
育
に
も

熱
鬻
り
、
先
生
の
よ
き
協
力
名
と
な
っ
北
。

西
村
は
旧
彦
根
熔
士
。
土
木
畑
の
迺
を
歩
ん
で
き

た
。
士
木
局
謡
代
に
木
曽
川
宝
暦
治
水
記
念
碑
を

つ
く
り
、
六
阪
府
知
串
と
し
て
四
条
畷
神
社
や
木
村

玉
成
碑
を
建
設
し
蔵
激
家
。
ま
た
、
知
事
在
任
期

間
わ
ず
か
2
年
余
で
あ
る
が
、
勝
山
農
学
校
等
教
育

0

希
の
充
実
に
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た

こ
う
し
北
児
島
・
高
島
・
西
村
を
中
心
に
、
 
7
月

脊
、
洲
萬
に
大
阪
官
界
の
要
人
な
ま
り
、
挙
っ

て
大
黛
立
運
動
に
贅
助
を
約
し
た
。
そ
れ
で
、
ひ

と
ま
ず
、
後
顧
の
憂
い
を
断
っ
た
先
小
は
、
関
東
方

面
の
運
動
の
六
め
W
月
東
上
、
遂
に
不
帰
の
客
と
な

灘
萬
は
、
の
ち
今
橋
に
移
っ
た
が
、
当
時
は
北
浜
.

難
波
橋
の
六
も
と
に
あ
り
、
ス
ッ
ホ
ン
料
理
が
珍
ら

し
く
、
大
臣
・
高
甚
の
宴
会
場

で
あ
っ
九
。
(
今
橋
に
現
存
)

先
生
、
大
阪
に
お
け
る
大
学
設

立
研
も
終
り
、
高
級
料
亭
・
旅

館
散
歩
も
、
中
央
公
会
堂
か
ら
梅

田
・
常
系
・
北
浜
と
中
之
島
を

一
廻
り
し
九
の
で
、
こ
の
へ
ん
で

筆
を
お
く
こ
と
と
し
ょ
う
0

付
記
凾
館
脱
出
前
の
先
生
と
大
阪

先
生
が
、
は
じ
め
て
大
阪
に
そ
の
足
跡
を
印
し
た

の
は
、
文
久
2
年
Ⅱ
月
那
日
の
こ
と
で
あ
る
。
文
久

2
年
と
い
ぇ
ば
、
函
館
脱
出
の
前
々
年
で
あ
り
、
青

年
七
五
三
太
の
時
代
で
あ
ろ
。
先
生
は
、
備
中
松
山

・
板
倉
(
安
中
・
板
倉
の
宗
家
)
藩
が
横
浜
而
入

し
た
驫
快
風
丸
の
玉
島
港
(
松
山
領
)
へ
の
航
海
に

便
乗
し
、
そ
の
途
中
、
大
阪
に
立
寄
っ
北
の
で
あ
る
。

大
阪
上
陸
の
模
様
は
、
父
民
治
あ
て
の
書
簡
(
文

久
2
年
訟
月
5
日
付
)
に
ょ
る
と
、

「
÷
河
口
辺
迄
参
り
早
速
端
舟
に
乗
換
安
治
川
を

上
り
其
よ
り
大
河
へ
入
り
荒
新
と
申
御
用
達
之
家
に

乗
リ
候
処
最
早
日
暮
二
御
座
候
故
諸
々
見
物
も
致
兼

候
狸
ハ
只
々
御
堂
耳
見
物
仕
候
・
・
・
・
・
・
(
中
略
)

虎
屋
の
鰻
頭
も
喰
兼
甚
残
惜
し
久
ソ
ん
し
候
1
」

と
智
い
て
い
る
。

文
中
、
河
口
は
川
口
、
大
河
は
大
川
(
た
だ
し
、

現
在
な
ら
、
士
佐
堀
川
と
い
う
べ
き
部
分
)
、
荒
新

は
松
山
藩
の
御
用
達
で
常
安
橋
に
あ
っ
九
。
御
堂
は

日
蓉
か
ら
の
見
物
だ
か
ら
、
北
御
堂
(
津
村
別
院
)
で

あ
ろ
う
か
虎
屋
・
・
・
は
名
物
虎
屋
の
鰻
頭
で
あ
る
。

(
香
里
中
高
教
諭
・
社
A
=
)

卿野郷三(長官銘々伝より)

ーコ

た
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